
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 令和７年１０月１日 ０５時０３分頃 

発生場所 兵庫県姫路市妻
め

鹿
が

漁港 

 妻鹿漁港東防波堤灯台から真方位１８１°１６５ｍ付近 

 （概位 北緯３４°４６.３′ 東経１３４°４２.２′） 

事故の概要  プレジャーボートドルフィンⅢは、航行中、防波堤に衝突した。 

事故調査の経過 令和７年１０月２日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート ドルフィンⅢ、１.３トン 

 ２７３－１０３９０兵庫、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 重傷 １人（同乗者）、軽傷 ２人（船長及び同乗者） 

 損傷 本船 船首部外板に破口を伴う圧損 

防波堤 コンクリート部に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

日出時刻：０５時５６分頃 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者２人（以下「同乗者Ａ」及

び「同乗者Ｂ」という。）を乗せ、釣りの目的で、妻鹿漁港の係留場

所を出航した。 

船長は、操舵室の左舷側に立って手動操舵で操船に当たり、出航後

間もなくＧＰＳプロッターの電源スイッチを入れた。 

同乗者Ａは右舷船尾甲板上、同乗者Ｂは左舷船尾甲板上にそれぞれ

座っていた。 

船長は、妻鹿漁港東防波堤灯台（以下「本件灯台」という。）の灯

光を船首目標として約２ノット（kn）の速力（対地速力、以下同

じ。）で本船を南西進させ、本件灯台付近でＧＰＳプロッターが起動

したことを確認した。 

船長は、本件灯台を左舷正横に視認した後、感覚に頼って左舵を取

り、沖防波堤の標識灯（以下単に「標識灯」という。）の点灯を目視

で確認した後、標識灯の灯光付近に向けて本船を左転させた。 

船長は、本船の速力を約５kn とし、左舵を取った状態で舵輪から両

手を放してＧＰＳプロッターの画面輝度とレンジを調整していたとこ

ろ、本船の船首部が沖防波堤に衝突した。 

船長は、衝突の衝撃で操舵室の扉に胸部等を強打し、同乗者Ａは、

甲板上で転倒して頭を打って流血し、同乗者Ｂは、前方に投げ出さ



れ、左舷船尾甲板上にうつ伏せに倒れた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土地理院 Web サイトの地理院地図を加工して作成 

図１ 事故発生経過概略図 

 

船長は、本事故後、主機操縦レバーを前進から中立とした。同乗者

Ａ及び同乗者Ｂの様子を確認したところ、意識はあったものの負傷し

ていたので１１９番通報したが、海上保安庁には通報しなかった。 

船長は、本船を自力で係留場所に帰航させた。 

船長は、救急車で病院に搬送され、左大腿
たい

骨骨挫傷、左側胸部打撲

傷と診断された。 

同乗者Ａは、救急車で病院に搬送され、助
ろっ

骨骨折、頭部挫滅創と診

断された。 

同乗者Ｂは、救急車で病院に搬送され、中心性頚
けい

髄損傷、左腎嚢
のう

胞

破裂、Ｃ５、Ｃ６棘
きょく

突起骨折、右膝部挫創と診断されて、２４日間

入院した。 

船長は、事故発生場所付近の操船経験は約１５年間あり、夜間操船は

年間４、５回程度あった。 

船長は、ふだん、出航前にＧＰＳプロッターを起動させる習慣がな

く、港外に出た付近で起動することが多かった。 

 船長、同乗者Ａ及び同乗者Ｂは、本事故当時、救命胴衣を着用して

いた。 

分析 (1) 船長は、ふだん出航前にＧＰＳプロッターを起動させる習慣が
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なかったことから、事故発生当日も出航前にＧＰＳプロッターの

電源を入れていなかったものと考えられる。 

(2) 船長は、左舷正横に本件灯台を視認した後に左舵を取った際、

感覚に頼って左舵を取ったことから、自船の位置を確認しないま

ま本船を左回頭させたものと考えられる。 

(3) 船長は、左舷正横に本件灯台を視認し、左舵を取った後、舵輪

を中央に戻さないまま両手を放してＧＰＳプロッターの画面輝度

の調整に意識を集中したことから、本船が左舵を取られた状態で

航行していることに気付かなかったものと考えられる。 

(4) 船長は、ＧＰＳプロッターの操作に意識を向け、船首方の見張

りを適切に行っていなかったことから、本船が沖防波堤に接近し

ていることに気付かなかったものと考えられる。 

(5) (1)～(4)から、本船は、航行中、沖防波堤に衝突したものと考

えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が手動操舵で出航中、船長が、舵輪から両手

を離してＧＰＳプロッターの画面輝度の調整に意識を集中し、船首方

の見張りを適切に行っていなかったため、本船が左転して防波堤に接

近していることに気付かず、本船が沖防波堤に衝突したものと考えら

れる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・小型船舶の船長は、出航前に航海計器の起動を行うとともに、特

に夜間に操船する場合には、同計器を活用し、常時、適切な見張

りを行うこと。 

・船長は、船舶事故発生時には、速やかに海上保安庁に通報するこ

と。 

 


